
 
 

IOSCO の基本行動規範と規制案骨格との関係イメージ 資料３ 

 IOSCO 「信用格付機関の基本行動規範」 具体的規制（案）の骨格   
（主な対応関係のイメージ） 

【1.1】全情報の徹底分析に基づいた格付意見確保のための書面手続の実施等
【1.2】厳格かつ体系的な格付方法の利用 
【1.3】信用格付機関によって確立された格付方法の利用 
【1.4】アナリスト個人ではなく、信用格付機関による信用格付の付与 
【1.5】内部記録の保存 
【1.6】虚偽を含む・誤解を生じうる信用分析又はレポートの発行の回避 
【1.7】高品質な信用格付を行うための十分な資源の確保 
【1.7-1】一人又は複数の上級管理職からなるレビュー機能の設置 
【1.7-2】方法やモデル等の定期的なレビュー機能の設置等 
【1.7-3】原資産のリスク特性が著しく変化した場合の既存の方法・モデルの適切性評価 
【1.8】格付プロセスの継続性促進・バイアス回避のためのチーム編成 

A.格付開示の透明性・適時性 
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B.秘密情報の取扱い 

C.アナリスト・従業員の独立性 
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B.手続と方針 
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C.格付プロセスの公正性 

B.モニタリングと更新 

A.格付プロセスの品質 

 

 

 

４．行動規範の開示と市場参加者 
への情報提供

誠実義務 

情報開示 

体制整備 

 

独立性確保 

利益相反防止 

格付プロセスの品質管理・公正性確保 

法令等遵守 

格付方針等遵守 

情報管理 

【適時の情報開示】 

格付方針等の公表 

【定期的な情報開示】 

説明書類の公衆縦覧 

格付付与方針等・格付提供方針等 

体制整備の状況なども併せて開示 

禁止行為 

【1.9】格付モニタリング・格付更新に対する適切な人員・予算配分の確保
【1.9-1】ＳＦ商品の初回格付とモニタリングの分析チームが異なる場合の専門性・資源の確保 
【1.10】格付廃止の公告・通知 

【1.11】信用格付機関・従業員による関係法令等の遵守
【1.12】発行体、投資家、その他市場参加者、公衆に対する公正で正直な対応 
【1.13】アナリストによる高水準の誠実性の保持 
【1.14】特定の格付の事前確約・保証の禁止 
【1.14-1】アナリストによる、ＳＦの商品設計に関する提案・推奨の禁止 
【1.15】行動規範・関係法令等の遵守に関する責任者の特定のための方針・手続の策定 
【1.16】法令・倫理・行動規範違反の行為に関する内部通報義務・内部通報体制の整備 

【2.1】政治・経済等への影響を勘案した格付行為の自制の禁止
【2.2】独立性・客観性維持のための注意義務及び専門的判断の義務付け 
【2.3】格付決定に影響を及ぼすのは、格付評価に関係する要因のみであること 
【2.4】事業上の関係の存在等により、格付が影響を受けることの禁止 
【2.5】信用格付業及びアナリストとコンサルティング業務等の分離 

【2.6】利益相反を特定・解消・管理・開示するための書面による内部手続等の採用等
【2.7】利益相反に係る開示の完全性・即時性・明確性等 
【2.8】格付対象会社との報酬の取決めに関する一般的な性質の開示 
【2.9】格付行為との間で利益相反を生じる証券・デリバティブ取引の禁止 
【2.10】監督機能を持つ者に対する格付行為は、当該監督と無関係の従業員に従事させるべき 

【2.11】利益相反を回避又は実効的に管理するための報告ライン・報酬体系の構築
【2.12】格付プロセスに直接関与した従業員による報酬等に係る議論への関与等の禁止 
【2.13】格付対象の証券を保有する従業員等の格付決定への関与の禁止 
【2.14】アナリストや格付プロセスに関与する者による主担当分野の証券の売買等の禁止 
【2.15】一定額以上のギフトの受領等の禁止 
【2.16】利益相反の可能性がある個人的関係の管理者等への開示 
【2.17】転職したアナリストの過去の関連業務に対するレビュー方針・手続の確立 

【3.1】格付決定の即時配布 
【3.2】格付の通知、報告及び更新に関する方針の公表 
【3.3】直近の格付更新時及び格付方法等の開示 
【3.4】私的格付を除く全ての格付の無差別かつ無料の開示 
【3.5】格付手法、メソドロジー、前提に関する情報の公表等 
【3.5(a)】SF 商品に関する損失・キャッシュフロー・前提条件の変化に関する感応度分析を含む 
【3.5(b)】SF 商品の格付を(可能なら異なる符号を用いて)通常の社債の格付と区別 
【3.5(c)】格付の意義及び限界に関する投資家の理解促進 
【3.6】プレスリリースによる格付意見の主要な要素の説明 
【3.7】格付の基礎となる重要情報等の発行体への事前提供等 
【3.8】過去のデフォルト率やその変化、格付実績に関する比較可能な情報の公表 
【3.9】非依頼格付に関する方針・手続の開示 
【3.10】格付方法、重要な手続等に関する重大な変更の完全な開示 

【3.11】発行体との守秘義務契約等に基づく秘密情報保護に関する手続・システムの採用
【3.12】守秘義務契約等に基づき秘密情報を格付活動等のためにのみ利用すること 
【3.13】保有財産・記録の詐欺・盗難・悪用防止のための合理的な措置の採用 
【3.14】秘密情報を保持する従業員による証券取引への従事の禁止 
【3.15】証券取引に関する内部方針の従業員への周知等 
【3.16】格付意見又は格付行動に関する非公開情報の選択的開示の禁止 
【3.17】秘密情報を従業員・関係会社の従業員と共有することの禁止 
【3.18】証券取引等を目的とした秘密情報の利用や共有の禁止 

【4.1】行動規範の開示及び IOSCO 行動規範との整合性の説明
【4.2】質問・懸念等について、市場参加者や公衆との対話担当の機能の設立 
【4.3】自社 HP に、行動規範、格付方法の説明、過去の実績データに関する情報リンクを表示 


